
市民の“やってみたい”からはじまる景観まちづくり

水戸市協働事業提案制度
わくわくプロジェクト



さとととし

建築家・まちづくり
東京と⽔⼾の2拠点⽣活

広報・地域プロジェクト推進
東京からUターン

地元と都市部の内と外の両⽅の視点と活動の場を持ち、
課題や魅⼒に新しい価値を⽣み出す地域課題解決を得意とする団体です。

中村彩乃 川島⾶⿃⽔⼾出⾝ ひたちなか出⾝

下市エリアを拠点に活動して6年⽬

本
⽇
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー



市民の“やってみたい”からはじまる景観まちづくり



下市について

400年の歴史を重ねてきたまち
備前堀や商店街など、大切に受け継がれてきた景観があります。

1625年に水戸城東側の低湿地地帯を埋め立てて城下の商人を移した「田町越え」が行われました



下市について

建物だけではなく、歴史や文化、人の暮らしや活動の積み重ね

雰囲気や価値も含め育てていくこと

市と私たちの考える「景観まちづくり」



都市景観重点地区に指定から23年、少子高齢化や空き家の増加が進むなど、地域の状況が変化していることから、

地域住⺠のみなさまと景観まちづくりのあり⽅を考えるため市が開催した意見交換を実施

浜田地区意見交換会での住⺠の声

空き家を活用して、

人が外にいる気配が生まれていくと良い

空き家を活用して、

人が外にいる気配が生まれていくと良い

空き家を活用して、

人が外にいる気配が生まれていくと良い
住んでいる人も外から来た人も

まじり合うようなあたたかい場所



日常の延長で
自分のやってみたいことを

まちに開いて
“ためしに”やってみる。



9名の参加者（高校生〜50代）

移住者2名、都内在住1名、市内6名



やってみる場所
 (空き店舗)

贈答用の紙箱を作っていた紙工所



「やってみる」
の実施

空間活用
計画

歴史や景観の
学びと視察

「やってみる」をやってみる約6ヶ月

7月 8月 8月 9.10月 11月

アイデア計画
広報計画
DIY実施





本屋さん似顔絵屋さん 謎解き企画革かばんと
レモンケーキ販売

美術教室
親子向け

ハンドメイド
水戸モチーフの
紙文具販売

タブラの演奏
下市の日常

ポストカード販売









320人
来場
市内・市外・県外



最大の成果は、人の心に火がついたこと

自分も何か
やってみたくなった

うちのお店にも
商品置きませんか？

空き店舗が開き、新しい風景が生まれた
実践者もお客さんの中にも、前向きな気持ちが芽生えた 1年目の成果



下市に関わる人が

少しずつ増えていく

流れとして、

2年、3年と続けていきたい

最大の成果は、人の心に火がついたこと



「支える人」も育て、循環する仕組みをつくる

2年目は何を変えるのか(1 )

1年目の経験 目指す姿



空き店舗の試す場所を増やし、回遊性も高める

2年目は何を変えるのか(2 )

備前堀



協働のメリット

（さとととし）

官民協働による相乗効果



3年目以降、自走する景観まちづくりへ

収支について



3年目以降、自立に向けたロードマップ

収支について



市民の小さな実践の積み重ねが、

下市の新しい景観に

将来の目標：令和10年度からは補助金に依存せず、地域の中で自立して継続する仕組みを目指します。

ビジョン　：「やってみたい」が日常的に生まれるまち。居心地が良く、また来たくなる下市。
　　　　　　協働のプロセスそのものを、持続可能なモデルとして定着させます。


